
【プログラム】
13:30 開会挨拶
13:35 来賓ご挨拶

13:45 三事業概要説明

14:00 コンソーシアム成果報告

14:25 講演「Globalization of Engineering Education: Our Experiences」

14:50 講演「東京農工大と早大理工の研究教育の協力関係」
早稲田大学

15:10 休憩

15:40 EDGEビジネスプラン発表

16:10 双方向海外派遣成果報告

16:30 講評

16:55 閉会挨拶
17:00 成果報告会終了
17:15 交流会

東京農工大学 学長
文部科学省ご関係者様

東京農工大学 副学長

早稲田大学 先進理工学研究科 D2
東京農工大学大学院 工学府機械システム工学専攻 D1

台湾国立交通大学

国際基督教大学 教養学部 B2
東京農工大学生物システム応用科学府 M1

東京農工大学農学府生物制御科学専攻 M1
東京農工大学連合農学研究科農業環境工学専攻 D2

台湾国立交通大学
元三菱総合研究所常務執行役員（東京農工大学客員教授）
三井化学株式会社主席部員（東京農工大学客員教授）
早稲田大学 学長代理（研究推進）

東京農工大学 理事・副学長

平成27年度
東京農工大学イノベーション推進機構

３事業（コンソーシアム・ EDGE・双方向）
合同成果報告会

日時：平成28年２月26日（金）
13:30～17:00（交流会17:15～19:00）

場所：大手町LEVEL ⅩⅩⅠ（レベル21）@東京駅丸の内北口

文部科学省 科学技術人材育成のコンソーシアム構築事業 『未来価値創造実践人材育成コンソーシアム』
文部科学省 グローバルアントレプレナー育成促進事業（EDGEプログラム）『起業実践イノベーションリーダー育成プログラム』
文部科学省 特別経費（国立大学機能強化分）『双方向支援型イノベーション実践プログラムの構築』
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無料
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千葉 一裕

松田 翔風

LERTSILPACHALEARN,VACHIRAWAT

Prof.Dr.Hsueh Ming Hang

理工学術院長 理工学部長 大石 進一

鈴木 春加
石川 慎之祐

久保 智和
李 奇辰

Prof.Dr.Huang Ching Yao
渡井 康之
藤井 重孝
逢坂 哲彌

國見 裕久
交流会会場：大手町LEVEL ⅩⅩⅠ
交流会参加費：1000円 学生500円

参加申込：事前予約 innov（ここに＠いれる）cc.tuat.ac.jpまで （氏名・所属・メールアドレス）*2月12日（金）必着

事前
予約

＊スケジュールは、都合により変更となるがありますが、予めご了承ください。



●コンソーシアム（未来価値創造実践人材育成コンソーシアム）
イノベーション創出人材の育成は、単に大学と産業界の連携活動によって実現できるものではなく、その実
践には、個人の意識を改革し、社会との関連性を視野に入れながら高い専門性をもった高度な思考、計画、
実践力が必要となります。本事業は、平成27年度より東京農工大学、国際基督教大学、早稲田大学、産業技
術総合研究所の3大学１機関でコンソーシアムを構成し、各機関の高度な専門性を有する博士課程の学生な
らびにポストドクターの方々を対象として、産業界等の社会的ニーズを反映させた教育プログラムを実施し、
技術革新、産業創出、社会政策提言ができる優れた人材の養成を目的として、国内外を問わず、企業・研究
機関等へのインターシップを実施しています。

●EDGE（起業実践イノベーションリーダー育成プログラム）
文部科学省が実施する、EDGE program（エッジ・プログラム：Enhancing Development of Global 
Entrepreneur Program,グローバルアントレプレナー育成促進事業）は、日本におけるイノベーション創出
の活性化のため、大学等の研究開発成果を基にしたベンチャーの創業や、既存企業による新事業の創出を促
進する人材の育成と関係者・関係機関によるイノベーション・エコシステムの形成を目的として、 学内外の
学部・大学院生、若手研究者及び社会人を対象に、平成26年度より実施しています。
「①課題解決に向けてチームを作り」、「②既存の価値基準を越えた提案が社会に理解される努力を続け」、
「③事業経験者や専門家の協力を得て、地域や異業種、外国機関と連携し、価値観の共有と相互互恵の理念
で事業を進める」他、プロジェクト遂行に不可欠な資金調達能力を養うことを目指します。大学、ベン
チャーキャピタル、製造業、流通業、シンクタンク及び海外第一線のイノベーション推進機関と共にイノ
ベーション・エコシステムを構築していきます。

●双方向（双方向支援型イノベーション実践プログラムの構築）
大学と企業が協働で実施する新たな商品、サービスの事業化、海外市場への展開の現場において、技術開発
から事業展開までのバリューチェーン、サプライチェーンを総合的に経験できる新たな人材育成プログラム
を平成27年度から実施しています。
目指すのは、大学と日本企業の技術力・事業展開力を融合して実業として展開できる人材の養成です。本学
がこれまで築いてきた日本企業、海外の大学・研究機関、国際機関との連携を基軸として、日本企業の海外
市場での事業展開を支援し、産学協働による海外事業展開という新たな産学連携スキームを構築。その現場
をイノベーション教育のケーススタディ、実学の場として教育に反映させ、国際社会で新規事業展開を牽引
する理系国際産業人材の育成を実施します。
１・グローバルインセンティブプログラム（早期の意識付け）
２・製品開発・海外事業展開等の現場を題材としたワークショップ
３・さらに学びを深める海外事業展開現場等での実践的インターンシップ
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